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鉄条網のなかの浄土真宗
－日系アメリカ人強制収容所における仏教伝道一

輝氏真澄

l、はじめに

1899年に創設された本願寺派のアメリカ合衆国本土での伝道教団である米

国仏教団」 (BuddhistMissionofNorthAmerica <BMNA>、現BuddhiSt

ChurchesofAmerica2 <BCA>、以下「教団｣）は100年以上の歴史を持ち、

その存続の中でアメリカ化という現象が起こっている。ここでいうアメリカ

化とは具体的に、①教団組織の超宗派仏教(NonsectarianBuddhism)化3、

②教学の通仏教(GeneralBuddhism)化、さらに③儀礼と伝道のアメリカ

的用語(AmericanTerminology)化と定義しておくが、筆者は別稿にて現

代の日本とアメリカでの教学の傾向の違いに関して言及した4o特に通仏教

に関してアメリカでは寛容であり、八正道や六波羅蜜などの実践を大切にし

ながら、宗祖の顕された阿弥陀仏の救いを重ね合わせるという英語伝道の手

法がよく用いられていることは、具体的特徴としてあげられるであろう。

アメリカの浄土真宗に関する先行研究は、現在のところ戦前に関するもの

が多くを占めており5、戦時中に関しては管見の及ぶ限りまだ研究が進んで

おらず日本でも紹介されていない領域であると思われるが6、本稿では浄土

真宗のアメリカ化を考察するにあたり、日系人7のアメリカ化の転換期とな

った太平洋戦争時における日系人強制収容所8 (ConcentrationCamps、以

下「キャンプ｣）内の英語伝道について検討する。
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戦前の各仏教会の礼拝や活動（仏青以外）は一世が支配し、日本語による

儀礼や伝道、そして会議が中心であったが、キャンプでも継続された仏教会

（以下「キャンプ仏教会｣）の活動では、二世の活躍がめざましくなり、本

格的な英語による儀礼と伝道9、そして会議が始まった転換期となった'0．

本稿の研究方法としては、 まず諸資料'1をもとにキャンプ仏教会や開教使

に関する情報をまとめ、仏教青年会(YoungBuddhistAssociation <YBA>、

以下「仏青｣）会員であった二世への英語での真宗伝道について注目し、キ

ャンプ内での英文仏青発行物'2に掲載された法話や仏青会員の記事を検討し

てその特徴を探る。そしてそれらの特徴の形成過程についても検討を加え、

戦時中という日系人の価値観の転換期における浄土真宗のアメリカ化の実際

とその背景を考察したいと思う。

2、戦時下の教団とキャンプ仏教会

1941年12月7日 （米国日付） 日本海軍によるハワイへの真珠湾攻撃により、

教団の歴史は大きな転換期を迎えた。アメリカ西海岸沿岸部では予告なしに、

教団開教使'3を含む日系人コミュニテイの指導者たちが、連邦刑務所等に

次々と逮捕・抑留された。翌年、アメリカ西海岸とハワイの一部の地域に住

む12万313人もの日系アメリカ人は、その7割がアメリカ生まれの二世であ

り市民権を持っていたにもかかわらず、政府によって強制立ち退きを命じら

れ、家や土地などの財産を手放し、両手に持てるだけの所持品のみで16カ所

の集合センター'4にまず短期間拘留され、のちに戦時転住局(WarReloca-

tionAuthority、以下「WRA｣)が管理する10ヶ所のキャンプに収容される

ことになった。強制収容により教団の45の仏教会中、西海岸の40の仏教会は

閉ざされ、その建物は強制収容された仏教会メンバーの荷物保管場所や、ア

メリカ政府・軍の施設、キリスト教施設や他の住民の住まいとして使用され、
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立ち退き前に建物を管理する人'5を運良く見つけられた仏教会もあれば、放

置されて盗難や破壊、放火の被害にあう仏教会もあった'6。しかしキャンプ

内では宗教活動が許可されており'7、戦前から日系人の間で最大勢力だった

本願寺派18をはじめ、他の仏教宗派19やキリスト教の教団による伝道活動がお

こなわれていた20.そして終戦後、WRAはすべてのキャンプを閉鎖した。

以下に戦時中の教団の状況を把握するために、キャンプ仏教会21 ・フリー

ゾーンの仏教会22．司法省管轄の抑留所23と、そこに駐在・滞在していた開教

使名の一覧を諸資料24をもとに表にまとめる。

強制収容所とキャンプ仏教会

司法省管轄の抑留所フリーゾーンの仏教会
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仏教会名 駐在開教使 収容所名 最大収容数 収容期間

1

GilaCamp＃lBuddhistChu1℃h

比羅第一館府仏教会

比羅第二館府仏教会

北条恵実･木村義文

藤永覚眠･今村寛猛･増水大見砺浦逸滑 山本義弘

こう．リバー(リバース）

(アリゾナ州）
13,348 42.7.20-45.11.10

2
GI､anadi1BuddhistChur(h

グラナダ仏教会★
白川沢雄･米村尹・周

グラネダ(アマチ）

(コロラド州）
7,318 42．8．27－45．10．15

3
HeartMoutainBuddhistChu1℃h

ハート山仏教会
麻生主税･香静海

ハートマウンテン

(ワイオミング州）
10,767 42.8.12-45.11.10

4
IdahoBuddhistCh山℃h

ミニドカ真宗教会
西永義貫･柴田徹信･杉本法順･寺尾英雄

ミニドカ(ハント）

(アイダホ州）
9,397 42.8.10-45.10.28

5
ManziiIlaI･BuddhistChuI･ch

満砂那仏教会
永富信常

マンザナアー

(カリフオノレニア州）
10，046 42．6．1－45．1121

6

PostonCamp#lBuddh

ボストン第一館府真笥

ボストン第二館府
斜
一
刻真

ボストン第三館府真男

5tChurch

仏教会

仏教会

仏教会

升岡隆英･長藤行精

藤村文雄･岩永義雄

川崎是正･酒生章秀

コロラド･リバー(ボストン）

(アリゾナ州）
17，814 42．5．8－45，11．28

句

イ

RohwCrBuddhistChurch

ローア仏教会
早島大徹･水谷誓覚

ローワー

(アーカンソー州）
8,475 42.9.18-45.lL30

8

TopazBuddhistChu1℃h
トパズ仏教会

【He(1dquilrt(､r教団本部】

鹿島哲郎･京極逸蔵･本好乗普･岡山善海･真田去山
【松陰了諦総長】

セントラル･ユタ(トパーズ）

(ユタ州）
8, 13(） 42．9．11－45．10．31

9
TuleLakCBuddhistChlIrch

鶴嶺湖仏教会

安孫子義孝･赤星真月・平林暁祐･岩男憲之･甲斐知鴻．
毛利令知･松本徹昭･永谷清人･内藤照善･大野静哲．
小野山精城･佐々木千象･玉那覇晃洋･鶴山達也･海野円了

トウール･レイク(ニューエ
ル）

(カリフォノレニア州）

18,789 5．27－46．3．20

10
jeromPBuddhistChurch

ジェローム仏教会★
(閉鎖後:甲斐→ﾄｳｰﾉﾚ･レイク､河野→シカゴ）

ジェローム(デンソン）

(アーカンソー州）
8,497 42.10.6-44.6.30

抑留所名 抑留開教使

1
SantaFPDPtPnti(〕、Station

サンタフェ(ニューメキシコ州）

小坂誓黙･乗月文方･前田祇師．

前原晃郎･重藤円亮･田名大正

ワ
ー

CryHtalCityII1t〔>rmentCamp

クリスタノレシティ(テキサス州）

藤井竜智･藤門芳信･市川達也．
西居弘誓･沖田美義･島川秀雄･礎至誠

3
CdmpKonHkia

クースキア(アイダホ州）
関法善

仏教会名 駐在開教使

1
Chicag()YoungBuddhiRtAHsociation

シカゴ仏教青年会(イリノイ州）
河野行道(44.7.10創設）

2
W(』l･Bu(l(lhistChuI･(･h

デンバー仏教会(コロラド州）
玉井好孝･角田昇道

3
FortLupti1rlBuddhistChLlr(､h

ラプトン仏教会(コロラド州）
板原顕示

4
NewY()rkBuddhistChu1℃h

ニューヨーク仏教会(ニューヨーク州）
石浦入遁

5
OgdPnBl lddhistChuri ･h
オグデン仏教会(ユタ州）

久間田顕了

6
SaltLakeBuddhistChur(､h

ｿ'レトレイク仏教会(ユタ州）
寺川澄然
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強制収容前に教団には67名25の開教使（総長含）が所属していたが、一旦

抑留所に入ったもの26も含め51名がキャンプ仏教会の布教にたずさわり、 3

名27はフリーゾーンの布教のみに従事し、 13名は司法省管轄の抑留所内で過

ごした。サンフランシスコの教団本部にいた松陰総長28や本部職員はトパー

ズに収容され、教団本部が設置された。 1942年に教団本部は、 「キャンプ教

会に関する規定29」を定めており、組織をあげたキャンプ内での積極的な伝

道姿勢がうかがわれるが、開教使たちはWRAが推奨したキリスト教伝道に

対抗し30、キャンプ仏教会にて日英両語の日曜礼拝．法話会．勉強会、仏

青・日曜学校・婦人会などの活動を実施した。また開教使の本部宛の書簡3］

には、布教や生活の状態が報告されており、逮捕．抑留そして強制収容とい

う非常事態の中、たとえ立派な本堂がなくても、日系人が仏法を聞くには精

神的．物理的両側面において最適な環境にいると捉え、毎日の信仰相談や礼

拝・法話で精神を支えることに全力を投じ、真の宗教者としてのよろこびを

発露するような言葉がみられる。また幾人かの開教使の書簡32には親鶯の流

罪と自らの境遇を重ね合わせ、 「苦労を体験させていただき、仏法に深く目

覚める機縁であった」と、感謝の言葉さえ述べるものもある。

3、戦時下での日系二世と仏教の実際

～開教使法話と仏青会員記事より～

戦時中教団には、久間田顕了、石浦入遁、角田昇道、今村寛猛という4名

の二世開教使がキャンプ内、およびフリーゾーンの仏教会に駐在していたが、

キャンプ内の英語伝道の具体的内容と、当時二世に仏教がどのように味わわ

れていたかを知るために、キャンプ内での英文仏冑発行物掲載の11の法話33

と、 23の仏青会員記事の検討を試みた。その結果、大別して①倫理性の強調、

②救いの強調、③御同朋の強調、④愛国心の強調、⑤仏法相続の強調の5つ
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の特徴が見出されるように思われる34。そこで以下に、各項目ごとの内容を

例示し検討を加えてみたいと思う。

①倫理性の強調

まず①倫理性の強調とは、米国の真宗門徒の行動に何らかの倫理的規範を

求めるもので、その規範の根拠には通仏教の倫理観が用いられたようである。

例えば久間田開教使の法話「内側の質」には、 「人の内側の質にはブッダ35

の指導により、真の智慧と謙虚さが備わるようになる36」という言葉が見ら

れ、欧州系得度者ゴールドウォーターが寄稿した法話「仏教としてのアメリ

カ化」には、 「真のアメリカ人は政治的・人道的マナーとして真の仏教徒で

あり、理解・無我・慈悲の精神に基づき、偏見・怒り・賞欲・憎悪という愚

痴から生じる心を持ってはいけない37」とある。これらはおそらく日系人に

対しての偏見や敵視といった世論が高まりを見せる中で、釈尊の説いた普遍

的な倫理観に沿う生活を心がけることで、日系人の尊厳を守ろうとしたので

はないかと思われる。また欧州系得度者ウデイルが寄稿した法話「外見は時

に偽る」には、当時仏教を「科学の宗教」と称賛し欧米の知識階級に影響を

与えていた、哲学者ポール・ケーラスのベストセラー『仏陀の福音』を引用

して、 「世俗的外観にとらわれず、仏法僧に帰依し日々の任務に取り組めば、

ブッダの忠実な信徒となる38」と、真の仏教徒としての行為を非常時にも保

ち続ける重要性が説かれている。

一方仏胄記事にも、開教使の法話よりも顕著に通仏教の倫理的規範がみら

れるように思われる。 これらの記事は狭いキャンプ内で共同生活を送る上で

のトラブルを回避し、 「アメリカ化」という当時二世が重視していたキーワ

ードを用いつつ、 「よきアメリカ市民39」としての人格形成のために仏教徒と

しての倫理観を強調する必要性があったのではないかと考えられる。例えば
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「アメリカ化された仏教とその意義」という記事には「国際紛争中の困難な

時代だが、さとりを目指しより良いアメリカ人になることを仏教は教えてい

ることを思い出せ40」とあり、 「憎悪の世界」 という記事には「"我々を憎む

者を憎まなければ、幸せに生きられる。たとえ我々を憎む者の中で生きる時

でも、自己を憎しみから解放せよ”という 「法句経』の言葉をキャンプ生活

でいかし、道徳的義務の感性を向上させ、よりよい生き方に向かえ41」と、

当時の英語礼拝聖典に収録されていた「法句経』の言葉を、アメリカ仏教徒

の倫理的規範として用いている。

またキャンプ内では日曜学校も盛んにおこなわれており、当時十代から二

十代が大多数であった日系二世で構成される仏青会員は日曜学校教師として

その指導にあたっていたが、 「日曜学校は若者の人格を形成する」という記

事には「日曜学校はよい習慣づけや、人生とその問題に対して知性ある取り

組みをさせる人格形成を与える42」と、キャンプ内で問題となっていた若者

の非行防止に、日曜学校が重要であると述べるものもみられる。

そして「人生」という記事には「日系人が経験した悲劇や苦しみが、人生

は快楽でないことを証明し、四諦の教えの重要性を私に証明した43」 と、戦

争の悲劇を四諦の上で味わうものや、 「仏教と現代社会：八正道に従う務め」

という記事には「"有刺鉄線の背後の市民，’でいることにかかわらず、仏青

会員としてアメリカの民主主義システムを保存し強化するようなブッダの八

正道の実践により、愛国的市民としての生活ができる44」 と、八正道の実践

とアメリカの民主主義を関連させて、よきアメリカ人となるようすすめるも

のもある。

②救いの強調

救いの強調とは、浄土往生や阿弥陀仏の救済の側面を強調するものでもあ
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り、真宗伝道の上で中心となる。

特にキャンプ内での二世開教使の法話には、苦難や悲劇に直面していた二

世に向けて、仏の慈悲や愛を強調しながら彼らを励ます内容が強くみられる

ことに注目すべきであろう。例えば石浦開教使の法話「キャリー・オン、ブ

ッセイ」には「キャンプ生活でもブッダは我々を見捨てず、悲しい時も常に

共にいらっしゃる45」とあり、今村開教使の法話「新年は重要である」には

「別離や出兵で悲しみと痛みを経験するだろうが、宇宙を明るく照らす太陽

のようにブッダの愛は我々を包み込む46」と、説いている。また角田開教使

の法話「彼岸の意味と意義」には「ブッダは三部経の中で、全ての衆生が阿

弥陀仏の慈悲を完全に信じ頼ることで、阿弥陀仏の西方のパラダイスに生ま

れ、永久の救済が確実になる方法を教える47」とあり、同じく角田開教使の

「ブッダとLove」には「仏教は仏の本質としてLoveとMercyの概念を強

調する。 『観経」には“仏の心は全てを抱くMercyとLoveだ”とあり、ブ

ッダはLoveでありWiSdOmである48」と説いている。バイリンガルの二世

開教使たちが、Love (愛）やMercy(慈しみ）等のキリスト教用語を借用

しながら阿弥陀仏による救済を英語で説き、二世の若者の苦悩に寄り添おう

としていた姿勢が法話の随所にみられる。

また仏青記事をみると、例えば「仏教：ゴールデンゲートブリッジから自

由の女神へ」という記事には「慈悲深いロード・ブッダは、弱く能力が非常

に低い者のために、念仏の道を残している。それは堅固な信仰と、南無阿弥

陀仏と発音するだけの、誰もが歩める最も簡単な道で、仏教の教えのエッセ

ンスなのだ49」というものもあり、当時の仏青会員の中には深い真宗理解と

信仰を持つものもあり、それらは開教使の熱心な教化の賜物であったことが

わかる。さらに戦争が激化し二世部隊が次々に徴兵されていく1944年頃から、

仏青発行物の記事全体の内容が、①倫理性より②救いの強調に重点が移る量
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的変化がみられるが、例えば「兵士の皆さんへ」という記事には「我々仏教

徒は幸いに、死は永遠の別れではなく皆浬藥で再び会い、合掌を通して心は

常に共にあることを、ロード・ブッダより学んでいる50」と、倶会一処の世

界があるよろこびや戦死した仲間を思慕する記事もみられる。

前述のとおり英語教学には通仏教義を寛容に受け入れるという特徴もみら

れるが、真宗教学の伝道も当然なされていたことがわかり、特に幾人かの仏

青リーダーは真宗教学を理解・信仰していたことが記事によってあきらかで

ある。そしてまだキリスト教的用語や表現の借用が目立つが、信心、阿弥陀

仏の慈悲、浄土往生、南無阿弥陀仏の念仏等の語は、英文法話・仏青記事の

両方において肝要として用いられているものが多く、たとえ通仏教的表現を

一部用いていても、真宗教学が当時の英語伝道の中心内容であったと考えら

れるであろう。

③御同朋の強調

御同朋の強調とは、仏法をよりどころとする仏冑会員同士の結びつきや友

情を強調するものであるが、閉鎖的な空間であったキャンプ生活の中、盛ん

な活動を通して二世の友情と団結は一層強くなったと思われる。例えば今村

開教使の「新年は重要である」という法話には「強制移動後の仏青のみんな

が歩んできた道はバラ色ではなく、心のジレンマ、わびしさ、惑いという困

難の積み重ねを通し、 ともに根気強く歩み続けた5'」と、二世の団結と努力

を褒めたたえている。

また仏胄会員の記事をみると、キャンプ内での仏青大会冊子には、 「仏青

会長メッセージ」として「我々日系アメリカ人が苦悩の時に集まり、人生に

ついて議論すべき機会だ52」とあり、 また「ユニットIIメッセージ」として

「同じ信仰を持つ友人を作り、宗教的インスピレーションを受け、仏教徒と
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して自信をえる機会だ53」と述べられており、仏青大会を同じ信仰を持つ友

達づくりの場と意義づけている。そして出兵や再移住による別離の悲しみに

際しては、東部移住や戦地にいる友人に向け「夢を持ち続けて」という記事

で「平和な時代に再会できるまで共に仏教会で過ごした時間を大事にして、

南アリゾナの砂漠に根付いた美しい友情を心にいつも抱いてほしい54」と述

べるものや、ある編集後記には「あなたが今孤独で辛くあっても決して一人

ではないと伝えたい。強制収容や戦争は、誠実な友情の重要性をこれまで以

上に気づかせた55」と述べてある。また「宗教が必要とされている時」とい

う記事では、東部移住の仲間からの手紙も紹介し、 「新しく始まったシカゴ

での毎週の礼拝は、日常生活にインスピレーションをもたらし、移転でホー

ムシックになっている大勢の者に、ブッダの光が温もりを与えている56」と、

仏法・友情の両方が新天地では重要だと述べている。

仏教徒であるということは日本との繋がりが強い証拠であるとキャンプ内

でネガティブにとらえられ、二世が身の安全を図りキリスト教へ改宗してい

く中、アメリカ社会でマイノリテイだった仏教はすぐに廃れるであろうとい

う見方もあったようであるが57、逆にそういった流言やキリスト教優位のキ

ャンプ内の状況が仏青会員たちを一層奮い立たせ、組織を強固にし拡大させ

ることになった。そしてその仏青会員の連帯が戦後も継続し、現在まで教団

が存続するエネルギーとなっていったことは特筆すべきことであると思われ

る。

④愛国心の強調

愛国心の強調とは、アメリカへの忠誠を強調するものであるが、 ここには

戦時中という特殊な状況が強く反映されている。 1943年WRAはキャンプ内

の日系人に忠誠審査をおこなったが、特に二世にはアメリカ軍として戦地に
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おもむく意思があるか否かを問い、 「忠誠」 「不忠誠」と分けて処遇を決め

た58。アメリカ市民である二世の多くは忠誠と答えたが、入隊志願者は強制

収容されていた自らの境遇に矛盾を感じたため少数であった。しかし、その

後兵士不足から大量に徴兵され二世入隊対象者3万6千人中、 3万3千人が

入隊せしめられた。ハワイ州出身の者も含めた日系アメリカ人部隊は、人間

の盾として欧州戦の最前線に投入され、 「Goforbroke! (当たって砕けろ)」

を掛け声に、収容所の家族や仲間がアメリカ人として認められるために死を

覚悟して戦った。日系部隊の死傷率は他の部隊の約3倍にあたり、アメリカ

合衆国史上もつとも多くの勲章を受けたが59、二世部隊の多くが仏教徒であ

ったといわれており60、彼らは時として地獄のような戦地で日曜学校で歌っ

た讃仏歌を口ずさみ開教使の法話を思い出しながら絶望と死の恐怖に耐え忍

び61、懐中本尊62を胸に欧州の地で次々に若い命を散らしていった。

角田開教使の法話「賛辞：シラミズ軍曹葬儀にあたり」では、 「何千もの

仲間が現在戦闘する中、彼らの家族と共にいよう。シラミズ軍曹は、言論・

思想・出版・宗教の自由と、民族・人種・肌の色・信条にかかわらず、すべ

ての人が平等な機会を与えられるアメリカの民主主義の理想のために息絶え

た63」と、遺族の悲しみを慰めている。また健全なるアメリカ市民の育成を

担うという機能の上で許可されていたキャンプ仏教会の活動は、常にWRA

の監視下にあり、アメリカへの忠誠というものを説かねばならない特殊な状

況であったことがこの法話からもうかがわれる。

また仏青記事には愛国心に関する記事が法話より多くみられるが、例えば

「アメリカ化された仏教とその重要性」には「国際紛争中だが、我々はさと

りを目指しており、仏教はよいアメリカ人になることを教え、よいアメリカ

人としての行為や行動によって、我々の宗教やアメリカ市民の権利に関する

疑いを排除できる64」と記されている。仏青発行物の表紙も、二世徴兵後は
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兵士や国旗カヌイラストで描かれるものみられ、仏青全体で徴兵された友人を

支えるべく士気を高めようとしていたのではないかと思われる。

なお日本人開教使の約半数が忠誠審査で「不忠誠」とされ、 トゥール・レ

イク隔離センター65や司法省管轄の抑留所で戦時中を過ごしており、当時の

開教使は個々で様々な意見を持っていたということも追記しておく。

⑤仏法相続の強調

仏法相続の強調とは、アメリカ仏教を引き継ぐ二世の責務を強調するもの

である。③御同朋の強調でも触れたが、キャンプ内で仏教に対するネガティ

ブな流言があった中、強制収容初期には「キャリー・オン、ブッセイ！ （引

き継ごう、仏青)」というスローガンのもと仏青大会も盛んにおこなわれ、

敵国である日本の仏教でなく、アメリカ市民のためのアメリカ仏教を構築し

主導せねば消滅してしまうという危機感と責任感が、法話・仏青記事にみら

れる。

例えば石浦開教使の「キャリー・オン、ブッセイ」という法話には「キャ

リー・オン、ブッセイ ！たった3語だが、 この背後には無知の荒野を楓爽と

歩む何千もの仏の兵士が、疲れた夜の闇を明るくするために仏の教えを広げ、

愛の光の中で行進する。キャリー・オン、ブッセイ1キャリー・オン1 66」

と、兵士になぞらえ二世の仏法継承の責務を力強く述べている。

また「我々は、仏青」という仏青記事には、 「仏青会員のあなたの肩に、

この国の仏教の未来がかかり、仏教の炎を燃やし続ける責任がある67」と記

され、 「仏教：ゴールデンゲートブリッジから自由の女神へ」という記事に

は「どこへ移住しても合掌し、南無阿弥陀仏と高らかな念仏の声を絶やない

ように1 68」と、仏教東漸の願いが記されている。

この一世から二世への仏法相続は、真宗伝道の言語・文化・国家の超越と
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いう課題を含んでおり、当時の法話・仏青記事の背景にあった中心テーマで

あったと言えるだろう。

以上5つの特徴を考察したが、二世開教使たちの法話からは、多くの若者

を仏教に導くために「普遍なる宗教」としてのアメリカ仏教の強調が必要で

あると考え、通仏教的な文言を用いて仏教を広くとらえながら、キリスト教

の用語を借用して阿弥陀仏の救済や浄土往生の道へと導く伝道上の創意工夫

がおこなわれていたことがうかがわれ、また一方二世の仏青会員の記事から

は、キャンプ内でアメリカ仏教徒としての活動の継続が一層主要なテーマと

なり、よきアメリカ市民になるために倫理面を強調し懸命に努力をしたこと

が記事よりうかがわれるのである。そこで次に5つの特徴の中でも、①倫理

性と④愛国心の強調という概念は、強制収容前より形成され始めていたので

あるが、 これらの形成過程について考察してみることにする。

4、倫理性・愛国心という真宗のアメリカ化の背景

～ゴールドウォーターと久間田～

教団ではキャンプ収容前より、アメリカ国内での教団存続のための真宗の

アメリカ化という課題が浮上しており、その議論の中心にはジュリアス・ゴ

ールドウオーター69と久間田顕了70という二人の僧侶の影響が考えられる。

ゴールドウォーターは、裕福なドイツ・ユダヤ系アメリカ人の子息として

生まれ、ハワイに在住した時にハワイ教団で英語伝道を担っていた欧州系得

度者のアーネスト ・ハントより強く影響を受け仏教徒となった。そしてゴー

ルドウォーターはアメリカ本土へ帰り、北米教団で得度を受けた後、ロサン

ゼルス別院で二世の子弟を対象とした英語伝道に携わりながら71、ハントが
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おこなっていた非日系人対象の超宗派仏教団体を手本に、 「The BuddhiSt

BrotherhoodofAmerica」をロサンゼルスで結成した72．当時の日曜学校の

生徒たちは、ハントが制作した英語礼拝聖典rVadeMecum73』にある拝読

文や讃仏歌を通して倫理的通仏教義に親しみ、そこに開教使が説く救主・阿

弥陀仏を重ねあわせたような形で、二世の教学理解は定着していたようであ

る。戦時中ゴールドウォーターは、 『VadeMecum』を引用した礼拝聖典

「BuddhistGathasAndCeremonies74』を1943年にロサンゼルスで出版し

各キャンプに配布したが、 この通仏教義を説く聖典はキャンプ仏教会の英語

礼拝で使用され、 『VadeMeCum』 とともに戦後の聖典にも依用され続けて、

通仏教義が真宗の英語教学に取り込まれた一つの要因になったと考えられ

る。

またゴールドウォーターは真珠湾攻撃の翌月である1942年1月4日、教団

本部（サンフランシスコ）にて開催されたカリフォルニア仏青連盟緊急会議

に召集され75、本部の久間田や二世の仏青代表者たちとともに真宗のアメリ

カ化に関して議論した。その結果、アメリカ化のアクションとしての「仏教

活動」の推進として、 「宗教」と「福祉」があげられ、特に「宗教」は具体

的に、 「A.宗派仏教より通仏教の強調｣、 「B.全ての儀礼をアメリカ的用語

にする｣、 「C.全ての会を英語で執行する｣、 「D・ 日校教師の再教育（英語の

使用、通仏教教育、能力・年齢に応じた教育メソッドの統一等)｣、 「E.開教

使の英語習得を提案し仏胄が援助する」とし、英語の必要性はもちろんのこ

と、通仏教の強調がなされている。 この会議でも、超宗派化と通仏教義を強

調していたゴールドウォーターの影響が少なからず及んだことが想像できる

であろう。

また、ゴールドウォーターは戦時中ロサンゼルス地区の仏教会に保管され

ていた日系メンバーの荷物管理とキャンプへの配達も任されており、同時に
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キャンプ巡りの布教もおこなうことで、二世のアメリカ化思想にも影響を及

ぼしたのではないかと考えられる。

また一方二世開教使の久間田はシアトルに生まれ、教団の未来を担う二世

留学生として来日し、龍谷大学修士課程を修め得度・教師を授かった後に、

アメリカに戻り教団本部で仏青主事として二世を指導していたが、開戦から

強制収容までの間、アメリカ政府との交渉76や教団内の二世に向けての英文

通達等、英語での交渉の全てを担っている77。久間田は仏教会宛通達で、 「仏

教の強い信仰を保ちつつ、アメリカ市民・居住者としてアメリカヘの不動な

る忠誠心を持って防衛せよ78｣、 「仏教徒はこの非常時に、日常生活のなかで

強く穏やかにそして冷静な信仰を持ち、米国の国防における政府当局との協

力を断固とせよ、またアメリカ合衆国の国旗に敬意を示せ79｣、 「仏への真の

信仰をもって沈黙の中、我々の祖国アメリカに奉仕せよ！ 80」等と、懸命に

愛国心を呼びかけており、また仏青会員宛通達では、 「戦争により物質と金

銭的な文明が価値を失った今こそ仏教に目を向けるときであり、各収容所で

仏教会設立に個々が努力し、アメリカ仏教の基礎を構築しよう81」と、堅固

な信仰と愛国心を高揚し、仏教徒としてよきアメリカ市民であるべきだと通

達で繰り返し述べている。

つまり強制収容前の段階で超宗派の理念や通仏教義、愛国心がすでに説か

れており、特にゴールドウォーターや久間田の影響が、前項で示したキャン

プ内仏青発行物にあらわれているのではないかと思われるのである。

5、おわりに

太平洋戦争、そして強制収容という出来事は、日系人に大きな転換をもた
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らした。それは日本人移民はアメリカ市民になるべきであり、日本をルーツ

にした浄土真宗をアメリカ仏教にするべきだという意識への転換だった。そ

れらの意識の転換が、本稿の提示した仏青発行物の法話と記事によっても具

体的にあらわれていたと言えよう。そして強制収容は、教団をアメリカの宗

教団体組織へと転換させた。 1944年4月29日各キャンプより代表者がトパー

ズに参集し教団会議がおこなわれ、 「Buddhist Churches ofAmerica

(BCA)」の設立が正式に決議され、新役員はアメリカ市民である若き二世で

構成されることになり82、世代交代によって教団のアメリカ化が進められる

こととなった83。結果的にゴールドウォーター等84が提示した超宗派（脱浄土

真宗） という概念は、松陰総長等と対立し採用されることはなかったが85、

英語教学の通仏教との併存は仏青発行物にもみられるように、アメリカ化の

名のもとで採用されることとなった。

また日系人が経験した強制収容という悲劇は、仏教東漸という新たな発展

のきっかけともなった。 1943年後半頃よりアメリカに忠誠を示した日系人は

キャンプから解放されるようになったが、まだ西海岸の地が帰還禁止であっ

たため、一部の二世はシカゴ等86のアメリカ東部に移動し、そこに仏青や仏

教会が新たに創設された。そして終戦前の1945年1月31日、西海岸は再移住

可能となり、 日系人は懐かしい土地に戻った。二世兵士の活躍と犠牲が、戦

後の日系アメリカ人の地位の上昇に大きな役割を果たしたことは間違いない

が、帰還後も日系人への差別が根強く残っていたため、腕や脚を失った帰還

兵がアメリカに戻りレストランに入っても注文さえ聞きに来ない等のあから

さまな人種差別を受け、戦場で亡くなった仲間を思い出し絶望的な苦しみを

味わったことという残酷な現実も伝えられている。その中で心のよりどころ

となったのは、再建されていく仏教会とそこに集まる日系人コミュニティで

あった。そして住む家・職を失った日系人のために、多くの仏教会は臨時ホ
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ステルの形態を取り、住まいや食事を提供し、開教使は清掃業などで生計を

立て仏教会再開へ身を尽くしたのだった。そして彼らの汗や涙の一粒一粒が、

アメリカ浄土真宗の足跡であり、その足跡が今に至るアメリカ化という道筋

をつくってきたということを、忘れてはならないであろう。

註

1 他に「北米開教区」 「北米仏教団」という名称も使用されている。

2 1944年に改称。詳細は本稿末で述べる。

3 明治維新期の日本国内の仏教界にも、同様に超宗派の動きがあった。 （大谷

栄一・吉永進一・近藤俊太郎編(2016) 『近代仏教スタデイーズ』法蔵館

p.23.)

4 拙論(2013) 「浄土真宗のアメリカ化に関する一考察：北米開教区における

「浄土｣理解より」 『龍谷教学』48, pp.1-13.

5戦前の教団に関する代表的な先行研究として以下が挙げられる。守屋友江

(2001) 『アメリカ仏教の誕生：二○世紀初頭における日系宗教の文化変容

（阪南大学叢書)』現代史料出版,Ama,Michihiro (2011),Iwzl"垣〃"た加幼2

Rf"Lα"彼Z肋〃ひ〃γ"fza伽〃Acc"/〃'zz"0〃α""G/06"/如加〃QfS〃〃

B"〃〃swz1898-1941,Univ.ofHawaiiPress,

6戦時中の教団に関しては以下が先行研究として挙げられる。Kashima, Tet-

sudan(1977),B"〃〃S"2〃A"@e"": j"esocitz/0増""jzα"0"Qfα〃e幼"jc

"e/"0"s /"sj伽"0",GreenwoodPress,Tuck,DonaldR. (1988),B"〃〃sj

C加沈〃sQfA加刎cα:ノリ伽S〃"s",EMellenPress.

7本稿では1922年から1952年の日本人帰化権否認により法的に市民権を持てな

かった日本人・日系一世も含め、アメリカ在住で日本人の血統の者を日系人と

総称する。

8 アメリカ政府はRelocationCenter (転住センター） という非人道的行為を

和らげるための歪曲的表現を公式には用いた。しかし現実は、 「Concentration

Camp(強制収容所)」であり、現在全米日系人博物館ではこの名称を公式に

用い、本稿でもこちらを使用する。

9 英語を話せる開教使がいない収容所内仏教会では、All YoungBuddhist

AssociationofJapan(1934) rTheTeachingsoftheBuddha』、PaulCarus

(1894) ｢GospelofBuddha』、DwightGoddard(1932) rBuddhistBible』等
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が拝読された。 (BCA(1974),B"〃〃ぶC加沈"esq/Aw@e"",p.64.)

10KaShima,p.53.

11本稿の参考資料は以下のものを中心とする。

①戦時中の教団に関する資料：全米日系人博物館内BCAアーカイブ所蔵資料

（開教使の書簡、教団本部でおこなわれた緊急会議の英文議議事録と英文通達、

キャンプ仏教会発行物、キャンプ内での仏青発行物）

②戦時中の教団に関する資料：出版物(BCA(1974),B"〃ﾉ'耐C〃7'mesQf

A"ze"", VbJ"〃g l, 75y""HMo7@y l899-1974,Nobart, BCA(1998),

B"〃〃航C〃〃"esqfA"ze"": cz /ag"c)ノ”幼e充剛100Y＠αγs,BCA,

Masuyama,Eikolrene(2004),"e"zo"s:"@eB"〃ﾉ，航C〃γ℃〃exW"e"ce2"

"ecα"ゆS, 1942-1945,2nded.,BCAResearchandPropagationCommittee)

③強制収容された開教使（夫人）の日記や回顧録（田名大正（1976） 『サンタ

フエー・ローズバーグ戦時敵国人抑留所日記』山喜房仏書林,木原静胤(1985)

『嵐の中で：開戦とスパイ容疑』永田文昌堂, Fujimura, Bunyu (1985),

T"o"g"I6e""s"": "ie z""〃〃g欧ゆg池"cesqf tzB"〃〃耐〃""jS花γ，

NembutsuPress,Imamura,JaneMichiko (1998),K""o,Bud曲istStudy

CenterPress)

12 ｢BusseiReview｣ (ポストン、 1944.2-4)、 『BusseiDigest｣ (こう。 リバー、

1945.1-7)、 『BusseiLight｣ (ツールレイク、 1943.5)、 『BusseiLife｣ (トパー

ズ、 1943.6-8)､ rUnitythroughGassho,Firstsemi-annualYBAconference』

（こう。リバー、 1943.6)、 『AllUnitsForum-Gassho｣ (ポストン、 1943.9)、

『ManzanarBusseiGuide｣ (マンザナアー、 1943冬)等（全てBCAアーカイ

ブ所蔵）

13多くの本願寺派開教使が逮捕された背景には、当時の大谷光照門主が天皇と

いとこの関係にあったことと、ほとんどの仏教会が日本語学校も併設しそこで

日本への愛国心を教えていると疑いがかけられていた。 (BCA(1974),p.61.,木

原,pp.50-56.)

14強制収容所が出来るまでの数か月間、米国陸軍によって管理された集合セン

ター(AssemblyCenter)に日系人は拘留された(1942年3月～10月)。セン

ターは野外催事場や競馬場の馬小屋などを急ごしらえで転用したもので、その

施設は人間が住むようなものではなかった。 （全米日系人博物館WEB

<http://www.janm.org/jpn/nrc_jp/internfs_jp.html> (閲覧日2016.9.1))

15 タコマ仏教会はプラット、ロサンゼルス別院・洗心仏教会・ガーデナ仏教会

はゴールドウォーター、サンフランシスコ仏教会はウデイルという3名の欧州
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系得度者が建物を管理していた。 (BCA(1998),pp.181-374.

16各仏教会の戦時中の状態を参照。 (BCA(1998),pp.181-374.

17WRA発行のキャンプのハンドブックの宗教の項目には、他のアメリカ市民

と同等に宗教を信仰する自由が保障され、宗教者は礼拝や宗教伝道を許可され

ていた。 (WRA(1943),Tｿ'eRcJoca伽〃月りg畑加:AG"庇加Oたんγ j〃

Resi庇"たQfRe/0""0"Cg"た7<s,U.S.Departmentofthelnterior,p.12.)

18 1940年に約56000人の仏教徒がアメリカに存在し、内日系は55000人だった。

1936年の宗教調査(Census)では、 14388人の成人メンバーが浄土真宗に登録

されおり、信者の実数は3倍の43164名ほどと推測できる。 これは当時の日系

アメリカ人仏教徒の4分の3を占める割合になる。 (WRACommunityAnaly-

sisSection(1944), "BUDDHISMINTHEUNITEDSTATE,Community

AnalysisReportNo.9",U.S.Departmentofthelnterior.)

19真宗大谷派、浄土宗、真言宗（通称：高野山)、曹洞宗、臨済宗、日蓮宗も

当時アメリカ内で伝道しており、収容所にも僧侶が収容されていた。本願寺

派と合同で活動していた場合もあったが、結局解散し宗派ごとに活動したとこ

ろもある。中にはキャンプ内でアメリカ化された超宗派大乗仏教をうたい、新

しく結成された仏教団体もあったが、大きなムーブメントには至らず、結果本

願寺派が最大勢力のままであった。 (Kashima,p.54.)

20 1942年のWRAによる被収容者11万1170名（一世38520名、二世76650名）を

対象とした宗教調査によれば、仏教徒55.5%-61719名（一世68.5%-26392名・

二世48.7％-35327名)、プロテスタント信者28.9%-32131名（一世21.9%-8419

名、二世32.6％-23712名)、カトリック信者2%-2199名（一世1.2%-464名、二

世2.4％-1735名)、天理教等神道0.4％-422名（一世0.7％-278名、二世0.2%-164

名)、生長の家0.05%以下-37名（一世0.1%-33名、二世0.05%以下-4名)、無

回答13.2％-14942名（一世7.6％-2934名、二世16.1%-11708名）であった。

(WRA(1942), "ReligiousPreferencebyNativity,underl4yearsoldand

older:EvacueestoWRAinl942'', Tｿ'gE""c"α"〃凡”/g-AQ"α"j加加e

Desc""0",U.S.Departmentofthelnterior,Table24,p.79.)

21 ★印のキャンプ仏教会の日本語名称は資料未確認のため不明。

22 コロラド州デンバーとラプトン、ユタ州ソルトレイクとオグデン、ニューヨ

ーク州ニューヨークの仏教会（ネバダ州メサはサンガのみ）はフリーゾーンと

呼ばれる内陸部・東部であったため、基本的に開教使やメンバーの強制収容も

なく継続して活動していた。 (BCA(1998),pp.181-374.,Masuyama,p.141.)

23 これらは司法省管轄の収容所で、戦時転住局によって一世のトラブル・メー
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カーとみなされた者が、強制収容所からサンタ・フェ、ビスマルク、クリスタ

ル・シティ等の抑留所に転送された。なお抑留所内でも伝道活動がなされた記

録もある。 （田名、木原）

24開教使は戦時中抑留所やキャンプ間の移動があったが、 1945年1月付英語開

教使名簿(BCAアーカイブ所蔵）等を参照。 (BCA (1998), pp.65-121.,

Masuyama, pp.189-190.) またキャンプ日本語名称は全米日系人博物館

WEB参照。最大収容人数・収容期間は、WRA(1942),TT"E"αc"α花α〃0‐

'",Table5,p.17参照。

25 BCA(1998)の開教使別経歴を参考にした。なおミニドカ収容所で、 1944年

11月22日寺川湛済開教使が死亡している。

26開教使の中で逮捕の第一号は、 1942年2月10日北カリフォルニア・サリナス

仏教会駐在藤村等でスパイ容疑であった。 （木原、p.54.)

27玉井、板原、寺川（一旦逮捕・拘留）の3名。

28松陰了諦(1890-1948） ：龍谷大学教授を経て、増山顕珠元北米教団総長推薦

のもと、 1938年から教団総長として10年間活躍した。日系人の強制収容と就任

期間が重なり手術や入院も繰り返したが、教団の存続と戦後の再興に身を尽く

しアメリカで往生した。 （米国仏教団開教本部『教壇第二輯松陰総長追悼号』

米国仏教団、 1969.6.21）

29北米仏教団本部発1942年4月20日達示第17号には各仏教会宛に、 「キャンプ

教会に関する規定」として、 「キャンプ教会ハソノ所在地ヲ冠シ○○仏教会卜

称呼ス」 「キャンプ教会ニハ開教使若干名駐在シ積極的精神運動二従事スルモ

ノトス」 「キャンプ教会二駐在スル開教使ハキャンプ所在地決定ノ上戦時転住

局ノ指令ニヨリ派遣スルモノトス」等を定め記している。

30WRA発行のキャンプのハンドブックのレクレーションの項目では、 「赤十

字、YMCA・YWCAとボーイスカウトは強く推奨する」とWRAがキリスト

教徒の活動を推奨していることが記されている。実際欧州系牧師が頻繁にキャ

ンプで講演をし、二世の中には敵国文化をルーツとした仏教を信仰するより、

キリスト教徒になる方がキャンプ内、その後の生活がより優遇されると考え改

宗するものも少なくなかった。 (WRA(1943),T"ReJOcα"0〃Pうりgmwz:A

G"庇加0",p.12.,Kashima,p.54.)

31永富信常、長藤行精、河野行道、白川沢雄、大野静哲、毛利令知、寺尾英雄、

西永義貫、藤村文雄、内藤照善開教使らの書簡。 (BCAアーカイブ所蔵）

32例えば藤村文雄開教使(1942.4.9付、ピスマルク抑留所より）や、西永義貫

開教使(1942.4.10付、ローズバーグ抑留所より）からの松陰総長宛書簡。
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33 4名の二世開教使の法話を中心に、ロサンゼルスのゴールドウォーターとサ

ンフランシスコのウデイルという2名の欧州系得度者が送付した法話を加えた

ものを研究対象とした。

34戦前より二世による仏青は仏教のアメリカ化を中心課題としており、①倫理

性、③御同朋、⑤仏法相続の重視は仏青発行物にすでにみられているが、強制

収容により一層の強調がみられる。 （例：北米仏教青年会連盟・北米仏教女子

青年会連盟（1934） 『兄弟』第2巻第2号）

35法話・仏青記事にみられる「ブッダ」 「ロード・ブッダ」 という語が、釈尊

と阿弥陀仏のどちらを指すのか、その都度文脈で考慮せねばならない。

36以下の仏青発行物引用末の注には、該当箇所の原文翻訳を挙げる。

「教育や洗練、全ての表面的なものは、本物として通ることもあるが、ブッダ

の精神的な指導に信仰を持つものに授けられる質としての、真の智慧と謙虚さ

というのものと比較することはできない｡」 (Rev.K.Kumata, @lInnerQuality,''

B"sseiL",Vol.1-No.3,Topaz,June6,1943)

37 「政治上の、そして人道的マナーの上で、本当のアメリカ人は本当の仏教徒

である。我々の宗教には従順・命令・我慢などの言葉はなく、理解・無我・慈

悲という言葉を代わりに考えよう。偏見・怒り・負欲・憎悪は、我々の無知の

程度を示すものである｡」 (Rev.JuliusA.Goldwater, $$AmericanismAsBudd-

hism,''〃伽zα"αγB"sse/G"/庇, 1943)

38 「仏法僧に帰依する心を常に保ち、…知識による日々の義務に取り組むべき

だ。…そのように生きることによって、ブッダの忠実な信徒になる｡」 (Rev.B

Udale,"Appearancesaresometimesdeceitful,''B"sse/Re"z",Vol.2-No.

10,Poston3YBA,Feb8, 1944)

39④愛国心の強調とも内容が重複しうる

40 「国際紛争の時代に日常生活を送る我々は、さとりを目指していることを思

い出そう。仏教は、我々はより良いアメリカ人になることを教える。より良い

アメリカ人として、我々の行為や行動によって、我々は忠実なアメリカ市民と

しての権利と同様に、我々の宗教に対するすべての疑いを排除することができ

る｡｣ (Editor, "AmericanizedBuddhismanditssignificance,"B"sse/L垣〃，

Vol.1-No.1,TuleLakeYBA,May2, 1943)

41 「『法句経』に、 “我々を憎む者を憎まなければ、幸せに生きることが出来る。

たとえ我々を憎む者の中で生きる時でも、自己を憎しみから解放せよ”とあ

る。…それは収容所でますます不可欠になる。…我々は道徳的義務の感性を向

上させ、人生のより良い方法に向かう旅を始める｡」 (ManabuFukuda, @lThe
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worldofhatred,''BzIsse/Re""2",Vo.l3-No.3,Poston3YBA,Mar21, 1944)

42 「日曜学校は学校のように若者に良い習慣づけや人生とその問題に対する知

性ある取り組みをさせる人格形成を与える。日曜学校が人生の道徳的な局面で

若年層を助けられことは注目に値し、我々はそれに感謝すべきだ｡」 (Editor,

4$Sundayschoolmoldscharacterofyouth,"B"sse/Dges/,Vol.2-No.1,

Rivers,Jan8, 1945)

43 「時々現在の戦争におけるすべての悲劇が、なぜ人間の人生の上でそれほど

無慈悲にそして一斉にやって来なければならないか理解できない。この悲劇と

受難は、人生がピクニックや喜びの壮大な旅行ではないことと、四諦の重要性

を私に証明した｡」 (ManabuFukuda, @6Life,''B"sse/Re"j22",Vol.3-No.4,

Poston3YBA,Apr5, 1944)

44 「我々が、 “有刺鉄線の背後の市民”でいることにかかわらず、仏青会員とし

てブッダの八正道、つまり正しい見方、正しい願い、正しいスピーチ、正しい

動作、正しい暮らし、正しい努力、正しいマインドフルネス、および正しい禅

定の実践により、愛国的市民としての生活を送ることができる｡」 (JuneNa-

kayama,"Busseiandthepresentworld-Taskstofolloweightfoldpath,''

B"sseiZ,",Vol.1-No.4,Topaz,June20, 1943)

45 「我々の人生が、 “スーツケースを抱えた旅行”と“大量生産”の暮らしとな

って一年以上が経ったが、 どこにいてもどんな辛い人生でも、家庭の仏壇に

毎日慈悲なる方を拝むことを怠ったとしても、ブッダは我々を見捨てない。ブ

ッダは我々の悲しい時、幸福な時、生活のいかなる時にも共にいらっしゃる｡」

(Rev.Newtonlshiura, @lCarryon,Bussei,"U勿狗〃加囎〃Gzss"0:岡剛

sew@i-α"""α/YBAcM/b7'ie"ce,GilaRiver,June20, 1943)

46 「我々の今後の日々は予想できない。嬉しい再移住には別れの涙が伴う。あ

なた方の多くはアメリカ軍に入り栄光とともに悲しみと痛みを経験する。しか

し雨でも雪でも風が吹こうとも、宇宙を明るく照らす太陽のように、ブッダの

愛は我々を包み込む。そして喜びや悲しみ、幸せや苦痛を感じても、我々は一

人ではないという自覚が乗り越えさせてくれる｡｣ (Rev.K. Imamura, $@New

yearissignificant,''B"sseiD"s/,Vol.2-No.1,Rivers,Jan8, 1945)

47 「ブッダは三部経の中で、 この世の全ての衆生が、阿弥陀仏の慈悲を完全に

信じ頼ることを通し、阿弥陀仏の西方のパラダイスに生れることによって、永

久の救済が確実になるという浬藥のむこう岸にたどり着く方法を教える｡」

(Rev.Tsunoda, $lThemeaningandsignificanceofHigan,"B"ssseiR"ie",

Vol.3-No.3,Poston3YBA,Mar21, 1944)
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48 「英語のどの単語でも、Loveの様に多義を持つものはない。Loveの純粋で

高貴な面をあらわす中国語は“慈悲”という言葉であり、英訳はMercyや

Compassionとなる。仏教は仏の本質として、LoveとMercyの概念を大いに

強調する。 『観経」には“仏の心は真に全てを抱くMercyとLoveである”と

ある。…ブッダはLoveであり、Wisdomである｡｣ (Rev. NoboruTsunoda,

"Buddha&Love,''B"sseiRe"ie",Vol.2-No.10,Poston3YBA,Feb8,1944)

49 「我々の慈悲深いロード・ブッダは、 とても弱く能力が非常に低い者のため

の道を残している。それは念仏の道だ。しっかりとした信仰と、南無阿弥陀仏

というアミターバ・ブッダの名を発音することにより、誰もが歩める最も簡単

な道で、大変シンプルな仏教の教えのエッセンスなのだ｡」 (Editor, "Buddhism

thegoldengatetoLiberty,''B"ssefDgesi,Vol.2-No.3,Rivers,Jull, 1945)

50 「我々仏教徒は幸いに、死は永遠の別れではなく、皆浬藥で再び会い、合掌

を通して我々の心は常に共にあることを、ロード・ブッダより教えられている。

戦死した友はもはや元の姿で戻って来ないが、毎晩消灯前に合掌する時、笑顔

で“やあみんな、戻ってきたよ”と、我々と共にあるだろう。ブッダの永遠の

限りない愛を通して、彼も我々の心に戻るのだ｡」 (Editor, "Soldiersforall:a

return,"B"SSeiD垣〃,Vol.2-No.3,Rivers,Jull, 1945)

51 「集合所での日々から振り返れば、仏青が歩んできた道はバラのベッドでは

なかった。心のジレンマ、わびしさ、惑いという障害や困難の積み重ねを通し、

仏胄のみんなはともに根気強く歩み続けた。今日、私はあなたたちが意気揚々

と行進するのをみて誇らしい｡」 (Rev.K.Imamura,"Newyearissignificant,"

B"ssg/D"s/,Vol､2-Nol,RiverS,Jan8, 1945)

52 「苦悩の時は、しばしば人と会い人生の問題について議論するのが最も望ま

しい。特に我々日系アメリカ人がフラストレーションの強いこの時に集まって

話をすることは適切だ｡｣ (ManabuFukuda, "NationalYBAPresidentMes-

sage,"A〃〃"肱允〃畑:GzssIDO,YBAPoston,unitl,Sep4, 1943)

53 「仏胄会議に出席する人は、少なくとも二つのことをおこなう必要がある。

一つは新しい友達を作ることで、 もう一つは宗教的なインスピレーションを受

け仏教徒としての自信をえることだ｡｣ (FredNitta, "Unit llMessage,"A"

〃"娩んγ""z:GUzssﾙ0,YBAPoston,unitl,Sep4, 1943)

54 「いつかこの世で平和の灯りが再び見れたら、我々の道はまた交わる。それ

まで、我々が共に仏教会で過ごした時間を大事にして、 この南アリゾナの砂漠

の太陽の下に根付いた、たくさんの美しい友情の喜びと恵みを心にいつも抱い

て欲しい。ロード・ブッダがいつもあなたとともにおり、南無阿弥陀仏の恵み
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の中で生きますように｡｣ (ManabuFukuda, "Keepyourdreamalive,''B"ssei

Re"ie",Vol.3-No2,Poston3YBA,Mar7, 1944)

55 「この出版物は、当こう・ リバーセンターで始まった友情をまとめ、仏青会

員のみなさんがどこにいても我々はあなたのことを考えており、硬直してもが

くあなたが決して一人ではないと伝えたい。強制収容や戦争は、誠実な友情の

重要性をこれまで以上に気づかせた。たとえ世界中に散らばっても、我々は常

に思いの中で一体となり、かつて共に暮らした日々を再生できる｡」 (Editor,

4@InCIosing,''B"sseiDZes/,Vol.2-No.1,Rivers,Jan8, 1945)

56 「我々は、シカゴの中西部仏教会の正会員になった。毎週の礼拝は、私たち

の日常生活にインスピレーションをもたらす。我々の組織は成長し、移転でホ

ームシックになっている大勢の者に、ブッダの光が温もりを与えているとお伝

えできて大変うれしい｡｣ (Editor, <4Religion inthetimeofneed,"B"ssei

D煙s/,Vol.2-No.1,Rivers,Jan8, 1945)

57Rev.NoboruS.Tsunoda,"MessageUnit3,''A〃〃"娩允γz"":Qzss/jo,YBA

Poston,unitl,Sep4, 1943.

58 1943年2月からWRAは陸軍省と協議し共同で忠誠審査をおこなったが、

第27．28の質問（｢アメリカへの忠誠」と「日本への不忠誠」の質問）が日系

収容者の憤慨をかい、キャンプ内で紛争も起きた。結果17歳以上の登録対象者

の内87％の68018人が忠誠を示し、拒否したものは1万人近くになった。 （大谷

康夫（1997） 『アメリカ在住日系人強制収容の悲劇』明石書店pp.50-56.）

59 日系部隊は死傷者数延べ9486名（うち戦死860名、行方不明67名）を出した。

また欧州への戦闘以外に、アメリカ軍の日本語通訳もいた。 （柳田由紀子

(2012) 『二世兵士激戦の記録』新潮社p.164.)

60ManabuFukuda (1944), @0Timelytopics",B"sseiRe"ie",Feb22, 1944,

Vol3Nol,Poston3YBA.

61 トパーズキャンプにいた京極逸蔵開教使のもとに、戦場にいる二世の元日曜

学校生徒から届いた1通の手紙には、地獄の様な状況に身をおいてはいるが、

日曜学校で京極から教わった念仏のみ教えや讃仏歌によって人生が有り難く思

えるのだと、心からの感謝の言葉が述べられており、 5ドル札が布施として同

封されていた。京極はその手紙に大きく心を動かされ、戦場や収容所にいる日

系一世や二世の心を励ますべく、 1944年から「直心」 （日本語） と「Triratna

（三宝)」 （英語）の二つの出版物の布施をする決意をした。 （京極逸蔵(1948）

『直心』 1948.2.4号,pp.17-18.,Ama,p､121.)

62米国仏教団開教使会本部通信第2号（1944年6月15日、全米開教使信徒御
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中）には、 「一、法物部二関スル件」として、 「既報ノ通り、目下御本尊（小形

御絵像） ヲ謹製中ニテー幅二付御冥加金五十仙也御希望ノ数ヲ御申込下サレ

タシ｡」とあり、本部通信第3号（1944年7月25日、全米開教使・信徒御中）

には、 「一、軍人へ御本尊ヲ贈ル件」 として「出征、入営兵士二対シ懐中御本

尊ヲ御贈下サイ、本部ニテ目下謹製中ノ御影像ヲ御利用下サイ」とある。

(BCAアーカイブ所蔵）

63 「我々の何千人もの少年(息子、夫、兄弟、および友人)が現在戦闘中で、戦

争は我々に近づいているが、彼らが正しいと信じ戦うためにアメリカ合衆国、

欧州、アジアの各地に愛する方を見送った他の家族の方々と共に集まろう。シ

ラミズ軍曹は、アメリカが掲げる原則と理想のために戦い息絶えた。それは、

言論・思想・出版の自由と宗教の自由、民族、人種、肌の色や信条にかかわら

ず、すべての人が民主主義の試練と報酬の中で共有することで平等な機会を与

えられる理想なのだ｡｣ (Rev.N.Tsunoda,@@Tribute:Deliveredatfuneralof

Sgt.Shiramizu,Campll,Feb. 19,''BusseiReview,Vol､3-No.2,Poston3

YBA,Mar7, 1944)

64 「国際紛争の時代に日常生活を送る我々が、 さとりを目指していることを思

い出そう。仏教はよいアメリカ人になることを教えている。よいアメリカ人と

しての行為や行動によって、我々は忠実なアメリカ市民としての権利と、我々

の宗教に対するすべての疑いを排除することができる｡｣ (Editor, "American-

izedBuddhismanditssignificance,"Bzfsse/L垣〃,Vol.1-Nol,TuleLake

YBA,May2, 1943)

65 トゥールレイク強制収容所は、 1943年9月迄に忠誠登録で不忠誠であった者

の隔離センターとなった。

66 「キャリー・オン、ブッセイ！たった3語だが、 この言葉の背後には無知の

荒野を楓爽と行進する、我々の仏の兵士が何千もいる。正義の剣を彼らが運び、

智慧の灯りが彼らの道を照らす。あなたは、彼らの戦いの曲と足音が聞こえる

か？彼らは仏の教えを広げ、疲れた夜の闇を明るくするために、愛の光の輝き

の中で行進している。キャリー・オン、ブッセイ1キャリー・オン! ｣ (Rev.

Newtonlshiura, @lCarryon,Bussei,'' [ﾉ勿吻〃伽"g/jGzss"α師庵/ sg”ﾉｰ

α"""α/YBAcM"e"",GilaRiver,June20, 1943)

67 「アメリカの若い仏教徒である仏青会員のあなたの肩に、 この国の仏教の未

来がかかり、あなたに仏教の炎を燃やし続ける責任がある。 これは仏教グルー

プの努力を引き継いでいる、個々のそしてすべての仏青会員からの全面的な支

援によってのみ可能である｡｣ (BenTsudama, :lWe, theBussei,'' U"的
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"W"gl@G"ss/io:岡矧Sc班ﾉｰα"""α/ YB4cM/b""ce,GilaRiver, June20,

1943）

68 ｢"Buddhism,GoldenGatetoLiberty(仏教、金門橋から自由の女神へ)"

を、アメリカ仏教のモットーとし、どこへ移住しても仕事をしても合掌し、

“南無阿弥陀仏，， と高らかな念仏の声を絶やないように! ｣ (Editor, "Buddhism

thegoldengatetoLiberty,"B"sse/D"s/,Vol.2-No.3,Rivers,Jull, 1945)

69 JuliusGoldwater(1908-2001) : 1934年アメリカ本土で得度後、来日し1937

年西本願寺で再得度する。戦時中ロサンゼルス別院の財産も管理していたが、

終戦後別院は彼に不正使用があったとして1万ドル返金の訴訟を起こした。結

果別院は敗訴するが、彼は教団から遠のく。しかし、 1970～80年代に彼に同情

をした開教使が駐在するウェストロサンゼルス仏教会で講習会を持ち、伝道活

動は継続していた。 (Kashima,pp.56-57,p.101.)

70久間田顕了(1908-1989) :1935年得度、 1938年教師、 1939年龍谷大学修士課

程修了、開教使になり同年妻うめのと帰米後、 1940年BMNA本部仏青主事と

なる。戦後BCAの仏教会に駐在後、 1970年京都西本願寺勤務となる。

71拙論(2013) 「アメリカにおける英語真宗教学形成の一背景：欧州系仏教同

調者と欧州系僧侶」 『真宗研究』 57,pp.161-179.参照。

72Kashima,p.55.

73拙論(2011) 「ハントと浄土真宗英語礼拝聖典の成立」 『印度学仏教学研究』

60(1),pp.554-551.参照。

74注目すべきは、 「theHistoryofBuddhism｣ (pp.51-66.)の、 「Spreadof

BuddhismtotheWesternWorld」 「HawaiiandAmerica」の項目で、ハント

や欧州系仏教徒の功績や、自ら立ち上げたBuddhistBrotherhoodinAmerica

について言及しているが、日系人の仏教徒や教団については全く言及していな

いことは非常に不可解であり、戦後のロサンゼルス別院の訴訟問題はこういっ

た経緯が背景にあるとも考えられる。

75 "MinutesoftheemergencymeetingoftheCalif・YoungBuddhists'League

Leaders@SanFrancisco,Jan4, 1942" (BCAアーカイブ所蔵）

76 BCAアーカイブには、英文本部通達を添付したアメリカ海軍情報部宛書簡

写し（1942年1月15日、同27日、 2月9日、 3月9日） と、海軍情報部Lieu-

tenantブラウン氏との通話記録(1941年12月26日～3月10日）が残されてい

る。

77 1941年12月10日から1942年4月18日まで、BMNA本部から仏教会・YBA

宛に17通の英語通達がBCAアーカイブで確認出来ている。
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78 BuddhistMissionofNorthAmerica, "AMERICAMUSTBEDEFEND-

ED,"DecemberlO,1941.

79 Rev.K､M.Kumata,BuddhistChurchesofAmerica, March2, 1942

80 Rev. K.M. Kumata, BuddhistChurches ofAmerica, "SERVEIN

SILENCE!,"March5, 1942.

81 Rev．K.M.Kumata,FieldExecutive,April l8, 1942 (totheYoung

BuddhistMembersintheUnitedStatesofAmerica)

82新しく作成されたBCAby-laws (定款) 7条「メンバーシップ」の項には、

教団の正会員(Regularmember)は12歳以上のアメリカ市民（役員は21歳以

上） と記し二世が新教団で中心構成員となっていたのがわかる。なお日系一世

は、市民権を当時取得できなかったので準会員(Associatedmember) という位

置づけとなり、各仏教会の役員も同様に二世で構成するように推奨された。

(Kashima,pp.60-61.)

83ただし一世や日本人開教使の中には、二世が教団・仏教会の主導権を取るこ

とに不満を持つ者もいた。しかし、超宗派化に反対していた松陰総長が再選さ

れ、開教使も戦前の日本人が引き続き採用された上、二世はまだ年齢が若かっ

たため、それまで仏教会で実権を握っていた一世や日本人開教使が、教団・仏

教会では依然として強い影響力を持ち続け、急速な世代交代は実際にはおこら

なかった。 (Kashima,pp.60-61)

84欧州系得度者のみならず、超宗派を理想的仏教とする北米・ハワイの日本人

開教総長・開教使も存在していた。詳細は拙論「アメリカにおける英語真宗

教学形成の一背景：欧州系仏教同調者と欧州系僧侶」参照。例として京極開教

使の、 「米国仏教の中核となる可きものは…各宗組独自の信念に共通し、其の

奥に動いて居る釈尊の教説でなくてはならない。…宗派的色彩である可きでな

い｡」 という記事がある。 （『兄弟』第2巻第2号,p.6.)

85 「八家九宗の合同によりて単一仏教の組織を主張するものの如きは全く救済

の真理を度外視した暴論と申さねばなりません。私共は何処迄も浄土真宗の教

義信仰を標傍して堂々と米国の国民性に最も順応せる四海平等の信仰を…」

（｢遺文開教使殿」 『松陰総長追悼号』米国仏教団p.7．）

86 その他、クリーブランド、デトロイト、ツインシテイ、シーブルックに伝道

拠点が創設された。 (BCA(1998),p.7.)
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